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論 文 の 内 容 の 要 旨

果樹は接ぎ木などの栄養繁殖により増殖される.台木品種の特性は,穂木品種の生育,

生産性,品質に影響を及ぼす.穂木品種もまた台木品種の生育に影響を及ぼす.カンキツ

の台木利用における地上軌坤下部の相互関係は古くからの研究テーマであり,最新の技

術を投入しての解明の要求が強い分野である.本研究においては,カンキツの各種接ぎ木

組合せ植物の,樹の生育,生理活性物質,炭水化物の代謝を主な研究対象と･して,地上部と･

地下部の相互関係の解明を試みた.

接ぎ木幼植物の生育

台木品種に`ヒリュウ',カラタチ,`シトロメロ'を,穂木品種には極早生ウンシュ

ウの`日南,と`ユーレガ レモンを用い,各台木の黄化実生に`日南'または`キー

レが レモンの柔軟な若芽を割り凍ぎして接ぎ木嘩俸を得た.6通りの接ぎ木組み合わ

せ植物を作出し,その後の生育を調査した.接ぎ木彼の生育は,いずれの穂木品種におい･

ても`シトロメロ'台が最も優れ,次いでカラタチ台で,`ヒリュウ'台が最も劣った.

`ユーレカ,レモンの茎伸長量には,接ぎ木8ケ月後という短期間で台木による生育の

差異が認められた･`ユーレがレ干ンは3種の台木を通じて`日軒より生育が優れ

ており,接ぎ木植物の生育に穂木品種の樹勢の影響も少なくなかった.T-R率は生育の

優れた`シトロメロ'で高く,`ヒリュウ'で最も低い値であった.また,T-R率は台

木ばかりでなく穂木によっても影響を受けた.
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接ぎ木植物の炭水化物含量

前章と同じ穂木と台木の組み合わせ植物について,接ぎ木18ケ月後に菓と細根の糖

とデンプン含量を測定した.葉中糖含有量は`日南'では台木間で有意な差は見られな

かったが,`ユーレカ'レモンで`シトロメロ'台で高く,生育の劣った`ヒリュウ'

台で低かった.'菓におけるデンプン含量は`日南'と`ユーレカ'レモンともに

`ヒリュウ'.台で高く`シ｣トロメロ'.台で嘩かった.細根の嘩とデンプン含量は

`シトロメロ'台と`ユ∵レが レモンで高く,翌年の樹の生育を支持するものと考え

られた.

接ぎ木植物と実生のIAA及びABA含量

新梢における内生インドール酢酸(IAA)含量は,穂木の生育の優れた`シトロメ

ロ'台で生育の劣った`ヒリュウ'台より高く,アブシジン酸(ABA)含量は;

`ヒリュウ'台で`シトロメロ'台より高かった.細根のIAA及びABA含量は,生

育の劣った`ヒリュウ'台で高かった.すなわち,新梢のIAA含量は生育と相関して

おり,新梢のABA含量と細根のIAA及びABA含量は,樹のわい化程度に相関して

いた･強勢台木ではわい性台木に比鱒して新梢内におけるIAA/ABA比が高い傾向
が認められた.

3種類のカンキツ台木品極`ヒリュウ',カラタチ,･`シトロメロ,の2年生の実生

を用いて,生育とIAA及びABA含量を調査した.生育は,`シトロメロ,が最も優れ,

次いでカラタチ,そして`ヒリュウ'が最も劣っていた.T-R率は`ヒリュウ'で低く,

`シトロメロ'で高かった.ABA含量は10mの新梢において`ヒリュウ,で高く

`シトロメロ'で低かった.10mmの薪梢と播種4週間後の実生の地上部との両者にお

いて,IAA/ABA比は`シトロメロ'台で`ヒリュウ,,カラタチ台より高かった.

台木実生における糖代謝酵素活性とIAA処理との関係

播種3週間彼のカラタチ実生を用い,IAA処理が地上部のインベルターゼ,スクロ

ース合成酵素(SS),スクロースリン酸合成酵素(SPS)活性に及ぼす影響を詞査

した.IAA処理区は対照区と比較して酸性インベルターゼ活性とSPS活性が高かっ

たが,SS活性には対照区との間に有意な差は認められなかった.

接ぎ木植物の阻場における生育

極早生ウンシュウ`山川早生'を7品種の台木た接ぎ木し,圃掛こおいて8年間栽培

を続けた彼の樹の生育と果実品質を調査した.樹の生育は`ヒリュウ,,`ルビドー,,

カラタチに比べて,シイクヮシヤー,ラングプァヤライム,`シトロメロ'∴ポルカメリ

アナで優れていた.5年間の累積収量は`シトロメロ'台で最も多かづた.果汁の糖度

は`ヒリュウ'台で最も高く,強勢台木の中では`シトロメロ,.が高かった.カラタチ

系台木は果実品質が良かったが,樹勢が弱く収量が劣っていた.7品種中3品種につい

て行った解体調査の結果,地上部,地下部,全体重は`シトロメロ'カラタチ,`ヒリ子

デの順で重かった.生育の優れた`シトロメロ'台では生育の劣った`ヒリュウ,台

と比鼓して地上部器官への乾物配分奉が高く,T-R率も高かった.樹勢,収量,果実晶
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質を総合して,くシトロメロ'･の台木としての利用可能性が認められた.

栽培品種及び栽培体系の多様化に伴い,多様な台木品種が求められるようになってき

た現在,台木利用と台木開発のための基礎的なデータを得ることができた.

審 査 結 果 の 要 旨

果樹における台木研.究は台木が穂木品種に及ぼす影響,そして穂木品種が台木

に及ぼす影響,すなわち,地上部･地下帝の相互関係の解明に重点がおかれてV†る

が,未解明の部分が大きい分野である.本研究は,樹の生育,生理活性物資,炭水化

物の代謝に注目して関係解明を試みたも甲である,研琴の中で重要部分をなす,薪

梢や細根など微量サンプルからの内生生理徳性物質の正確な分析結剋も同位体内
部標準によるGC/M,S法の実用化に成功した成果によるところが大きい.

わが国のカンキツ栽培は,■ヵラタチ台木に過度に依存しているといえる.台

木に多様性を欠く'ことは,ウイルス病など病害虫にへの対策上,また,栽培晶礎な

らびに栽培体系が多様化しようとしている現在,産業上の問腰点と考えられてい

る.台木についtの基礎的研究iも新たな台木の選抜,育種,実用化に寄与する.と

ころが大きい.本研究では,カラタチの利点を意識して,その変種ならびに雑種の
中から有望種を見出すことも目的の一つとしている.

穂木品種と台木の組み合わせ個体の生育調査には,卓木の黄化実生に穂木品種

の柔軟な若芽を割り接ぎする手法を採用し,短期間に結束を得ることに成功レた.
強勢台木の`シトロメロ'を使用すれば,いずれの穂木品種の生育も強化されるこ

と,逆にわい性台木の`ヒリュウ'を使用すれば穂木品種の生育が弱くなること,さ

らに,穂木品種として樹勢の弱い極早生ウンシニケの`日南'に比較して樹勢の強

い`ユーレが レモン昼いずれの台木においても強い生育を示すことが明らかとな

った･強勢台木により,また,樹勢の強い穂木品種によってT-R率が高くなるこ.と
を明らかにした.

強勢台木では初冬における葉中糖含量が高く,デンプン含量は低いが,細根中の

糖とデンプン含量は高く,これ今の事実が,強勢台木の翌年の樹の生育を支持するも
のと考察した.カケタチ実生に対するインドール酢酸(IAA)処理により,酸性

インベルターゼ活性とスタロースリン酸合成酵素蕗性が高くなり,･IAAにより活
発な糖代謝が生じる可能性が示唆された.

`ヒリュウ'カラタチ,`シトロメロ'の3種類の台木品種において,これら畠

種の実生の生育特胤T-R重などは,これら品種を台木に使用した接ぎ木植物の生

育特性とよく一致することを見た.樹勢の強い台不品種では新梢ならびに地上部に

おいて内生アブシジン酸(ABA).含量が低く,IAA/ABA比が高かった.接

ぎ木植物の新梢においては,樹勢が強い場合にⅠ･AA含量が高く,ABA含量は逆

に低く,IAA/ABA比は高かった.台木において見出される内生生理活性物質

のバランスは,弱齢の接ぎ木植物においても基本的には同様に認められると考えら
れた.

極早生ウンシュウ`山川早生'を7品種の台木!こ接ぎ木し,圃場において･8年間

栽培を硬けた試験の結果によると,樹の生育は`セリエウ'`ルビドー'カラタチに

比べて,シイクヮシヤー,ラングブナーライム,`シトロメロ'ポルカメリアナで優

れて.いた･5年間の累積収量は`シトロメロ'台で最も多かった･呆汁の糖度は`ヒ

リュウ,台で最も高く,強勢台木の中では`シトbメ占,台で高かった.`台木7晶

-3-



種中3品種について行った解体調査の結果による･と,生育の優れた`シトロメロ'

台では生育の劣った`ヒリュウ'台と比較して地上部器官への乾物配分率が高く,

T-R率も高かった.

台木幼植物,■弱齢接ぎ木植物,圃場試験を通じて,.カンキツの台木利用におけ

る･地上部地下部の相互関係は,樹の生育,T-R率,生理活性物質などを通じて,

かなり早期に療来を見とおすことが可能と考えられる.本研究により,樹勢,.収量,

果実品質を総合して,`シトロメロ'の台木としての利用可能性が明らかにされる

と共に,今後の台木開発のた●めの基礎資料が得られたと考える･

以上について,審査委員全員一致で本論辛が岐阜大学大学院連合農学研究科の
学位論文として十分価値あるものと認めた.
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